
議
案
の
特
徴

一

４
月
の
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
を
控
え
、
骨
格
予
算
で
あ
る

２
０
１
５
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に

行
っ
て
き
た
事
業
の
予
算
が
提

案
さ
れ
た
。

二

２
０
１
４
年
３
月
議
会
で

取
り
下
げ
た
「
保
育
所
民
営
化

移
管
先
選
定
委
員
会
設
置
条
例
」

が
、
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開

く
こ
と
な
く
突
然
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
条
例
に
伴
う
予
算
が
、
骨

格
予
算
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

一
般
会
計
当
初
予
算
に
含
ま
れ

た
。

三

吹
田
市
独
自
の
職
員
給
与

の
引
き
下
げ
と
、
人
事
院
勧
告

実
施
を
合
わ
せ
た
条
例
が
、
１

２
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
が
、

労
使
で
十
分
話
し
合
え
て
い
な

い
と
し
て
委
員
会
で
は
継
続
審

査
と
な
っ
た
。
今
回
、
労
使
間

で
の
交
渉
は
行
わ
れ
た
が
、
妥

結
を
み
な
い
ま
ま
再
提
案
さ
れ

た
。

審
議
の
経
過
・
結
果

一

２
０
１
５
年
度
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産

党
と
山
口
氏
が
反
対
し
、
残
る

自
民
・
公
明
・
民
主
・
新
選
会
・

市
民
自
治
と
、
み
ん
な
の
党
か

ら
鞍
替
え
し
た
大
阪
維
新
の
会

等
が
賛
成
し
た
た
め
可
決
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
の
市
長
挨

拶
で
は
、
吹
田
を
元
気
に
す
る

と
し
て
、
今
秋
完
成
予
定
の
ガ

ン
バ
大
阪
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
と
、

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
操
車
場
跡
地
周
辺

を
含
む
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
、

エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
跡
地
の
複
合

商
業
施
設
「
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
」
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
ガ
ン
バ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
サ
ッ

カ
ー
会
場
候
補
と
す
る
意
向
を

示
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

と
し
た
。
一
方
、
市
民
福
祉
・

サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト
や
、
公
共
施

設
使
用
料
の
引
き
上
げ
、
減
免

制
度
の
実
質
廃
止
、
学
校
校
務

員
や
給
食
調
理
委
託
な
ど
な
ん

で
も
民
営
化
を
進
め
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
批
判
も
あ
っ
た

が
、
徹
底
的
に
無
駄
を
そ
ぎ
落

と
し
た
」
と
４
年
間
を
振
り
返

り
、
胸
を
張
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
市
長
の
政
治
姿

勢
に
対
し
、
日
本
共
産
党
を
除

く
会
派
は
部
分
的
に
批
判
し
た

も
の
の
、
予
算
を
含
む
す
べ
て

の
議
案
を
圧
倒
的
多
数
の
賛
成

で
可
決
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
「
順
調
な
」
議
会
で

あ
っ
た
。

４
月
の
市
長
選
挙
で
井
上
市

長
の
対
立
候
補
を
推
薦
す
る
自

民
・
公
明
・
民
主
が
井
上
市
長

の
当
初
予
算
に
賛
成
し
た
こ
と

は
、
そ
の
政
治
的
立
場
を
改
め

て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
２
０
１
４
年
３
月
議
会

で
市
長
不
信
任
決
議
案
を
出
し

た
会
派
ま
で
賛
成
し
た
こ
と
に

よ
り
、
１
年
前
の
不
信
任
決
議

騒
動
が
い
か
に
市
民
不
在
で
党

略
的
で
あ
っ
た
か
が
証
明
さ
れ

た
。

二

２
月
後
半
、
公
立
保
育
園

民
営
化
計
画
１
園
目
と
さ
れ
て

い
る
南
保
育
園
に
、
３
月
議
会

へ
の
民
営
化
移
管
先
選
定
委
員

会
設
置
条
例
の
提
案
を
行
う
旨

の
張
り
紙
が
掲
示
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
３
月
議
会
の
際

に
「
丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
い

く
」
と
し
た
市
の
約
束
は
破
ら

れ
、
そ
の
後
６
月
に
一
度
説
明

会
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

市
と
保
護
者
の
間
の
ル
ー
ル

２０１５年 ４月

２
０
１
５
年
３
月
議
会
を
お
え
て

反
維
新
の
先
頭
に
立
ち
、
政
治
の
流
れ
を

変
え
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

日
本
共
産
党
吹
田
市
議
会
議
員
団



と
し
て
、
「
事
態
が
進
展
し
た

ら
説
明
会
を
開
催
す
る
」
と
し

て
い
た
が
、
昨
年
１
１
月
市
が

開
催
を
申
し
入
れ
た
も
の
の
具

体
的
な
進
展
は
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
た
め
、
保
護
者
側
は

「
６
月
の
説
明
会
で
出
さ
れ
た

五
つ
の
疑
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
い
う
文
書
を
送
付

し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
何
の

回
答
も
な
く
、
以
前
と
同
じ
よ

う
な
「
民
営
化
Ｑ
＆
Ａ
」
が
配

ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
突
然
の
張
り
紙
に
よ
っ
て
保

護
者
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
日
本
共
産
党
の
質
問
で
、

こ
れ
ら
の
事
実
経
過
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
「
丁
寧
に
説
明
を
し

て
き
た
」
と
い
う
市
の
答
弁
が

事
実
と
異
な
る
こ
と
が
判
明
し

た
。委

員
会
質
疑
で
は
、
説
明
会

を
行
わ
な
か
っ
た
市
の
対
応
に

対
し
、
各
会
派
か
ら
そ
の
不
備

を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終

的
に
本
会
議
で
は
日
本
共
産
党
・

山
口
氏
・
梶
川
氏
を
除
く
多
数

に
よ
り
可
決
さ
れ
た
（
翔
の
会
、

自
民
一
部
退
席
）
。

慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
と
い

う
保
護
者
・
関
係
者
の
１
０
０

０
人
を
超
え
る
請
願
は
不
採
択

と
な
り
、
保
護
者
の
思
い
は
踏

み
に
じ
ら
れ
た
。

議
決
は
し
た
が
、
選
定
委
員

会
委
員
の
選
任
等
、
具
体
化
は

こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
今
後
も
市

民
と
共
同
し
て
闘
い
を
継
続
し

て
い
く
。

な
お
、
今
後
の
闘
い
に
お
け

る
展
望
が
４
月
の
統
一
地
方
選

挙
の
結
果
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

「
民
営
化
ス
ト
ッ
プ
」
を
掲

げ
る
日
本
共
産
党
が
、
府
・
市

議
会
で
議
席
を
獲
得
し
、
躍
進

と
呼
べ
る
結
果
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。

三

市
長
は
「
財
政
非
常
事
態

宣
言
」
を
昨
年
９
月
に
解
除
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
職
員
給

与
の
適
正
化
」
を
目
的
を
と
し

て
引
き
下
げ
を
提
案
し
た
。

２
０
１
２
年
１
月
か
ら
特
例

的
に
減
額
し
、
２
０
１
４
年
３

月
末
で
終
了
予
定
だ
っ
た
特
例

減
額
は
１
年
延
長
さ
れ
た
。
今

回
の
恒
久
的
な
引
き
下
げ
は
、

２
０
１
５
年
４
月
採
用
予
定
者

の
初
任
給
を
い
き
な
り
下
げ
る

（
大
卒
で
約
７
％
）
も
の
で
あ

り
、
「
求
人
票
と
実
際
の
勤
務

条
件
が
違
う
」
ブ
ラ
ッ
ク
自
治

体
と
い
え
る
。

井
上
市
長
就
任
後
、
職
員
採

用
を
３
年
間
凍
結
し
、
深
刻
な

人
手
不
足
を
招
い
た
。
給
与
削

減
と
職
員
数
削
減
に
よ
り
、

「
行
政
の
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
効
果
額
の
大
半
を
職
員
人
件

費
の
削
減
で
ま
か
な
っ
て
き
た
。

日
本
共
産
党
は
人
事
院
勧
告

を
実
施
す
る
た
め
だ
け
の
条
例

案
を
提
案
し
、
そ
れ
以
上
の
減

額
に
つ
い
て
は
労
使
合
意
の
下

再
提
案
す
る
べ
き
と
対
案
を
示

し
た
が
、
市
長
提
案
に
日
本
共

産
党
と
山
口
氏
以
外
が
賛
成
し

可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
日
本
共
産
党
は
今
任

期
中
の
み
行
っ
て
い
る
議
員
の

報
酬
１
０
％
削
減
に
つ
い
て
、

改
選
後
も
５
％
削
減
す
る
条
例

案
を
提
案
し
た
が
否
決
さ
れ
、

議
員
の
報
酬
は
改
選
後
も
と
に

戻
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

今
議
会
で
は
、
公
立
保
育
園

民
営
化
問
題
、
職
員
給
与
引
き

下
げ
問
題
で
あ
ら
た
め
て
、
維

新
政
治
の
正
体
が
は
っ
き
り
し

た
。
暮
ら
し
と
福
祉
の
破
壊
、

市
民
の
声
を
聞
か
な
い
強
権
・

独
裁
政
治
で
あ
る
。

維
新
の
暴
走
に
対
し
て
、
市

民
と
共
同
し
、
正
面
か
ら
対
決

し
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
っ
た
。

他
の
政
党
会
派
は
対
決
軸
を
見

出
さ
せ
ず
、
維
新
の
暴
走
に
追

随
・
協
力
し
た
。

政
権
与
党
が
「
戦
争
立
法
」

を
企
て
る
中
、
「
憲
法
９
条
守

れ
」
の
声
を
統
一
地
方
選
挙
で

大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
も
と
め

ら
れ
て
い
る
。
自
民
党
以
上
の

維
新
の
暴
走
と
正
面
か
ら
対
決

し
、
反
維
新
の
先
頭
に
立
つ
日

本
共
産
党
の
躍
進
を
勝
ち
取
り
、

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
全

力
を
尽
く
す
決
意
を
改
め
て
表

明
す
る
。


